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M87はブラックホール周辺からの相対論的ジェット形成の物理的な仕組みを探る絶好の天体として注目を集め
ている。われわれは、日韓合同VLBI観測網 (KaVA)の 22/43GHz帯準同時の高頻度モニター観測によって得ら
れたM87ジェットの速度場と過去の一般相対論的電磁流体力学 (GRMHD)数値実験が予言する速度場との比較
から、GRMHD数値実験の予言よりも遠方でM87ジェットの加速が始まることを KaVAの観測データが示して
いることを 2019年秋季年会において報告した。
今回われわれは、このKaVAの観測とGRMHD数値実験との差異の原因を探るため、冨松・高橋 (2003)が提

案する準解析的な特殊相対論的磁気遷音速流ジェットモデルの予言する速度場とKaVA観測でされる速度場を比
較した。その結果、ジェット磁気圏の回転角速度が遅くなると光円筒半径はそれに反比例して大きくなってジェッ
ト加速の開始位置を外側に押し出すため、観測される速度場を説明できることが分かった。M87で要求される光
円柱半径は、重力半径のおよそ 100–150倍であることが分かった。さらに、推定されたジェット磁気圏の回転角
速度はブラックホール回転角速度より遅いことが予見されるため、M87でブランドフォード・ナエック機構が働
いていると仮定し、 M87イベントホライズン近傍での磁場強度を推定したので報告する。


